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研究成果の概要（和文）：本研究では、重層的な権力構造の基で行われる現代沖縄の開発の中で墓地開発をとりあげ、
墓をめぐる環境の変化と宗教実践の相互作用について考察した。具体的には、墓に用いられるモノの物質性が人々の宗
教実践に及ぼす影響について検討することで、人と墓が作用し合いネットワークを構築する過程や構造を明らかにする
ことを目的とした。

研究成果の概要（英文）：This study discusses interaction between environmental change around tombs and 
religious practice in the context of development of modern Okinawa, promoted under multi-layered power 
structure. The focus is specifically on the changes in people’s religious practice brought by the change 
of the material for building tombs. Although cultural anthropology and religious studies have accumulated 
vast knowledge on the power of materiality as in study of the fetish or Feng Shui, discussion of 
cooperation between people and tombs through a perception of a tomb as an agency or a materiality was 
never held. This study reveals the process of networking and its structure between people and tombs, not 
limited to the time and space of the ritual, but through interaction in the change of materiality as 
environmental change around tombs.

研究分野： 文化人類学

キーワード： 沖縄　墓地開発　宗教実践　エージェンシー

  ４版



様	 式	 Ｃ‐１９、Ｆ‐１９、Ｚ‐１９（共通）	 

１．研究開始当初の背景 
	 沖縄社会は、本土日本と比べて祖先信仰が
発達した地域であり、それゆえ祖先祭祀及び
葬墓制を通じた祖先観や、祭祀を支える親族
集団のあり方が注目されてきた。そこで論じ
られてきたのは、柳田國男以来の民俗学にお
ける祖先祭祀の議論である「死者がいかに儀
礼を経て祖先へと変化して子孫を守る存在
になるか」という点であった。他方、民族学
的研究においては、親族組織における近代以
降の父系血縁イデオロギーの強化が注目さ
れ、その動態や他地域への波及の様相が中心
的なテーマとなった。 
	 しかしながらこのような議論には、重層的
な権力構造の下で生じる人口流動や社会経
済的な変化を考える視点が希薄であったこ
とが指摘される。特に、異なる国家権力によ
る作用は、人々の日常生活に大きな変化をも
たらし続けている。例えば、沖縄戦により徹
底的に破壊された沖縄本島中南部は、戦後の
復興と米軍基地建設及び基地経済の影響で
流入してきた移住者により都市化が進んだ
地域である。1972 年の本土復帰を経て、再
び日本に組み込まれた沖縄県は、本土経済と
開発の波が到来した。それは宗教実践にも影
響を及ぼしている。例えば、葬儀会社や墓石
業者はじめとした儀礼への業者の介在が挙
げられるが、このような外部の開発アクター
による宗教実践の変容は、民俗学や宗教学に
おいて、その多くが儀礼における「外部化」
「本土化」というような一方向の変化として
のみ取り扱われる現状にある。ゆえに、相互
に折衝する側面が十分に捉えられていない。
生きる場の変化という生者の日常生活のリ
アリティに添いながら、それが宗教実践と相
互作用する側面を考慮する研究が必要とな
る。そこで本研究で注目するのが、「墓をめ
ぐる環境の変化と宗教実践との相互作用」で
ある。祖先の「あの世の家」とも言われる墓
は、その「家」の快適さ如何により、祖先は
子孫に影響を及ぼす存在となると考えられ
てきた。そのため、日取りから場所の選定、
造営にいたるまで、墓地風水が重視される[渡
邊 1994]。つまり、子孫が力を得るためには、
環境を作り整える人間側の実践が多く含ま
れているのである。しかし、ここでも同様に、
沖縄における戦後の都市計画や墓地の集合
化や法人による集合墓地の開発、及び墓に用
いられる材質や形状の変化は、行政や本土資
本という外来の力による一方的なものと見
なされ、現在の墓に関する宗教実践は十分に
研究されていない。 
 
２．研究の目的 
	 上記の背景を踏まえて本研究では、重層的
な権力構造の基で行われる現代沖縄の開発
の中で墓地開発をとりあげ、墓をめぐる環境
の変化と宗教実践の相互作用について考察
した。 
	 具体的には、墓に用いられるモノの物質性

が人々の宗教実践に及ぼす影響に注目した。 
特に墓をめぐる環境が変化する過程におけ
るモノの作用、すなわちモノのもつエージェ
ンシー（行為能力）という側面からの研究を
行った。モノを意思作用によって意味づけら
れるものとしてではなく、アクタント（行為
体）として捉え直す必要性が、近年指摘され
ている。例えば、モノのエージェンシーを関
係的で意図を持たない意思の力として考え
ることで、西欧近代的な存在論における人
（主体）/モノ（客体）といった境界を柔軟に
考えることができる[足立 2009]。もちろん人
類学、宗教学においては呪物研究として、モ
ノの及ぼす力に関する研究や墓地風水に関
する研究蓄積は豊富にある。しかしエージェ
ンシーを持ったモノとして墓を捉え、人と墓
との協働性や相互浸透性を正面から論じる
ことはなかった。本研究では、儀礼という時
空間に限定せず、モノの変化という墓をめぐ
る環境の変化の中で、人と墓が作用し合いネ
ットワークを構築する過程や構造を明らか
にすることに注力した。 
 
３．研究の方法 
	 本研究は、(1)現地調査（文化人類学的参
与観察・聞き取り調査）と、(2)文献・理論
研究に大別して行った。初年度、モノのエー
ジェンシーに関する議論として先行文献・理
論研究を行った後、２年目に現地調査を行っ
た。まず、本島都市部における物質文化と都
市社会史的側面から墓をめぐる環境変化に
ついて調査し、特に地方からの移住者による
改葬・造墓の場面における遺骨・骨壺の取り
扱い、墳墓の物質的な変化、または墓地の環
境変化について参与観察と聞き取り調査を
行った。この調査を踏まえて、２年次後半か
ら３年目は再度、人とモノのエージェンシー
に関する理論的な検討（具体的には墓と類似
する造形物として芸術作品の制作・管理・鑑
賞と造墓・管理・墓での祖先祭祀との比較検
討）、及び他地域（具体的には本土日本にお
ける墓地・墓石の変化）との比較を行った。	 
	 
４．研究成果	 
	 以上の研究から明らかになったことを三
点にまとめる。	 
（１）墓に用いられる「モノ」から明らかに
なる墓の概念の変化	 
	 戦後の造墓とその後の改修過程において
墓に使用されるモノがコンクリート建材か
ら花崗岩へと変化した。それらはいずれも沖
縄を取り巻く社会情勢と無縁ではない。とり
わけ政治経済を支配した米軍が持ち込んだ
コンクリートを用いて家屋を建てられるよ
うになると、「あの世の家」たる墓にも次第
に用いられるようになった。さらに、復帰後
増加した花崗岩を用いた本土式の墓石は、高
温多湿の沖縄においてコンクリート材より
持ちがよいとして人々に評価された。それぞ
れの変化過程で共通しているのが「墓によい



ものを用いる」という考え方である。つまり
戦後に「外来」した「新しいモノ」が「よい
もの」として積極的に利用されているのであ
る。家屋に用いるコンクリート材を墓に用い
たことからは、少なくとも墓を「家」として
考えて、あの世の家にも「よいもの」を用い
ることで墓と家の永続性が希求されている。
そして、墓に「よいものを用いる」という考
えが引き継がれたため、より永続性が期待さ
れる花崗岩が、コンクリート材の次の墓石と
して用いられるようになったのである。	 
（２）墓に移入された「モノ」：墓における
「家」「故郷」の存在	 
	 花崗岩の墓石は単に持ちがよいだけでな
く、墓の外面に文字を刻むことを容易にした。
新しい墓において家名の刻銘及び被葬者の
名前が記されるということを通じて、その墓
を祀る人々は系譜を確認し、後に世代に参照
されている。さらに刻銘は「祀る側」内部だ
けではなく、外部に対しても情報を発信する
標識になった。墓石に氏や出身地を記すこと
によって琉球王国時代に役人層の子孫であ
るということや北部集落の出身であるとい
うようなルーツを確認し、発信をしているの
である。また文字情報に加えて、墓庭などの
周囲の環境に手を加える場合もある。出身地
から持ち込んだ木を植えたり、出身地の墓と
同じく海の見える場所を選んだりすること
で、墓に「故郷」が表現される。これらの造
墓における変化は墓をめぐる「故郷や家の物
語」として、毎年行われる祭祀を通じて参照
され続けている。	 
	 以上のことからは、墓はモノの変化を経て
「死者の家」から「家」や「故郷」の「記憶
媒体」として機能変化しつつあることが指摘
できる。	 
（３）モニュメントからアクタントへ	 
	 一方花崗岩の墓石が広く普及している本
土日本では、死者に対する祭祀は次第に影が
薄くなっていき、近年故人となった親族の者
に対してのみ愛情を表現する傾向、すなわち
単純化されたメモリアリズムという形で祭
祀を執り行う傾向が強くなっていると 1960
年代の調査から明らかにされている[スミス
1996（1974）]。90 年代以降になると、墓も
質的に変化し、祖先祭祀を象徴するよりも自
分の生き様を刻み、子孫とのつながりを志向
するモニュメントとして考えられるように
なった[藤井 2003]。	 
	 しかしながら、沖縄の墓におけるモノの変
化からは、逆に墓自体に「個性」を持たせて
いく過程が明らかになる。改葬によって墓が
故郷から離れ、遺骨以外に元の墓を構成する
「もの」を捨て去るがゆえに、新たな墓に「モ
ノ」として「故郷」や「家」の「記憶」を宿
らせ、祖先や故郷との繋がりを示している。
そうすることで、元の墓・新しい墓という括
りを超えて「墓」としての全体性や一貫性を
持たせ、場所を隔てて祖先祭祀を継続するた
めに円滑化を図っていると考えられる。つま

り現代沖縄の墓はその変化により、祖先祭祀
を継続するための原動力を人に与えるアク
タントとして存在しているのではないだろ
うか。	 
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